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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題では、極めて小数の細胞を用いてエピゲノム情報を取得できるクロマチン挿入標識（ChIL）法

を開発して、遺伝子発現を制御する転写因子の結合位置やヒストン修飾を単一の細胞で測定することを

目指して検討が進められた。 

その結果、 ChIL法の確立に成功し、特許化、ライセンシングを行い、既にプローブが国内外で販売さ

れている。さらに、複数のエピゲノム修飾を同時に評価するMulti-ChIL法や、高解像度の空間トランス

クリプトーム解析を可能にする光単離化学（PIC）法など、派生する発展的な技術を数多く確立し、シン

グルセルレベルでのマルチオミックス技術の確立に向けて、当初の目標を超えて進展していることは高

く評価できる。推進にあたっても各グループの役割を適切に割り当て、効率的にグループ間の連携が図

られた。さらに、国内外の研究機関・企業とも連携をとりつつ、受託ベンチャーも設立するなど、成果

の普及に努めており、開発された技術は１細胞マルチオミックス解析手法の国際的なスタンダードとな

ることが期待される。 

今後は、研究を継続・発展させ、組織を用いたエピゲノム解析技術の普及による、医学領域や新しい

生物学への展開とともに、多くのアプリケーションが生まれることを期待したい。 

  

A+ 非常に優れている 


